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東日本大震災は鮮烈な出来事でした。その被害の大きさはもちろんのこ
と、その前後で日本人に限らず世界中の人々が、自然やエネルギー、国や
社会のあり方、そして暮らしに至るまで、その見方、考え方を一変させて
しまったと言えるでしょう。

私たちはどのように生きていくべきなのか？　これは大震災が起こる前
から、いや「ヒト」というものがこの世に生まれ出た瞬間からの、根源的で
本質的な問い掛けでしょう。幸か不幸か、私のいる三菱ケミカルホールディ
ングスは、業態の特性から日常的にその問いを投げ掛ける必要がある企業
グループなのです。

素材・部材事業は、裾野があまりにも広く、企業としての社会還元や社
会貢献の場を直接的に目にすることが難しいため、下手をすると「自分た
ちは何をしている会社なのか」を見失ってしまいがちです。そこで私は、
社長に就任してから、従業員の目標と意識を一つにするため、「私たちは

『KAITEKI』を目指そう」と呼び掛けてきました。単なる「快適」ではなく、
ローマ字で書いた「KAITEKI」。個人の生活や感覚にとどまらず、社会や
人類、地球までをも含めたところでの「KAITEKI」。それを企業活動を通
じて実現していこうというわけです。

大震災を経て、私たちはまるで、冷水でも浴びたように意識を覚醒させ、
目を見開き、新たなる日本の構築に向け動き出しました。そこであらため
て私は強く感じたのです。現在の私たちが目指してゆくべきものは、やは
り「KAITEKI」なのだと。

そして、地球全体が、将来世代も含め、「KAITEKI」に過ごしていくあ
り方というものを一から積み上げていくため、私がかねてより提唱してい
る「Management of SUSTAINABILITY（MOS）」という経営ツールを導
入した「四次元経営」を、大震災の起こった直後、この4月からスタート
させたところです。

19世紀後半の若き天才詩人、アルチュール・ランボーは、「地獄の季節」
の中で「科学」というものに対して鋭い洞察を行っています。大震災を通じ、
人類はあらためて「科学」というものに対して、ランボーと同じような深い
疑念を抱き始めたと言えるでしょう。そこで私はあえて申し上げたい。

「皆さん、『KAITEKI』を目指しましょう、『科学』の力を信じながら」と。

【モザンビーク・ファブリック柄】
葉をモチーフにした独特のデザイン。女性の
ヘッドスカーフなどに使われる柄です。自然界
の生物を文様にしたものが多くみられます。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


